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=
z
?
i
;
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;
i
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i
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e
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-
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;
-
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二
ヽ
ヽ
-
■
●
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終雪害変奏妄重義垂碧雲要言蔓働
い ら 二
}
し ) 暦
る か 月 に 大 七 凶
o に
〉
拠 当 月 年
し に っ り
､
{
､
お て
+
市
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堅 挫
吾 ハ 七 r!二
感 砕 に 井
屋 助 同 輩
衆
)
じ 氏
買品 }言霊
｢ 働 よ 天
天 〈 つ 竺
竺 濡 て 徳
慧
'
蒜
J
誓姦
衛
〉 .む 韓
琴蒸蓄警
亡『
ヽ
二て 妄号 音
惹嘗蔓
A*
S
<!芸要
義 衛
兵i
蔓警
ら量れ ∴
た
浜 注
荻 -
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%
孤
%
『
党
&
i
轟
鰭
細
鶴
』
a
『
茨
鰭
i
義
*
韓
噺
』
揺
じ
め
に
琵琶襲撃…買蓋藍買芸蓋曇
F
蔓墓を慧芸芸志
･ k: 主 宵 作 -
峯 1
日
箪
失 ､ 天 文 の 人 物 の ～
ゝ
『
卜
-
垂雲霞慧萱奮蔓蜜暮夏蓋惹惑舶
- い 鎗 こ 鳥 甲 カミ 六 書蔓芸歪芸望遠完 『 霊
ヽ
付 き な 連 諜 兵
･ 徳 はヽ
l
.I Jl
ゝ
を 部
署奮警蓋蔓蜜重野ば義 三 驚芸嘉孟義軍
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初
日
演
目･
『
山
城
の
国
■
香
坐
痩
』
の
杏
曽
膏
サ ニ め た 開 は
る で に せ 窮
､ 初
校
､
さ軍講習需品
蔓
聾蔓豪蚤豊
中
i て に の
ヽ 』
､
日 後
納 お は 静 新 『
薬 (, 水 性 左 天
は 必 歯 界 衛 竺
木 繋 留 に 門 練
鱒 が 叡 関
､
長
官 あ 考 連 後 衛
に る え 性 日 郷
関 ･ア る 叡 は 鏡
俸 そゝ た 挿 膏 』
い 郷 対 を
だ 鏡 す な
天 』 る め
竺 で 諜 た
徳 は 反 木
兵
'､
を 曽
衛 木 行 官
が 曽 う の
､
官 の 恨
朝 は か み
鮮 志 ､ と
男蒜芸悪
賢墓費ヽ管
て 官 『 日
課 の 天 本
反 遼 竺 と
を 志 徳 久
行 を 兵 吉
う 継 衛 に
L >
健 吉
官 と
氏 な
巳句 る
文
R
O
嘩
& ,
磨
長
の
役
1要友
Bs=
▼ -
l..
-
普ヽ
文
嘩
●
磨
長
の
役
で
日
杏
翠
を
敬
行 場 と 国･ す 身 乱 打 姿 ぬ の
雷言慧芸覚欝高鷲三
つ に て 寮 ハ
ム
･
/
Q
身 都 銀 初
喜棄豪富賢藍誉.警告墓蔓蒜
奮蔓警賢盛蚤
軍
聾,奮蔓草寧
ぢ霊泉畏違警 さ軍 雷雲巌是
『
山
賦
形
@
轟
坐
煤
』
で
は
■･ヽ
演
贋
/常
に
r
･よ
: .る.
愚
妹
め
に
よ
1.'･
･つ
■･TC･
■
茸
.汁
L.
毒嘉嘉島克孟 な 雷悪幣表芸 tL 蛮慧芳警畏
鱗 九 ｡ 呂
)
の 溶 の 射 そ 感 に て 判 防 メ れ 悩
､
と し こ を 死 登 督 戦 1 た ま
聾…憂警賢書芸
整･賢吾警報豪富を
†
た で る さ. 鮮 る
､
-
録 五
●
､
の 鮮 州 く∵
､ J
田
蚕室賢蔓整馨姦
､
述
墓萎警整芸
豪富聾墓蔓望喜壷葉蓋蒜撃墓室草書蔓
ヽ
L J
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千 永 末 歌 九 作
低 元 都 舞 月 が
界 年 市 伎
ヽ
蔓宣喜豪華『
三 重 ､ ､ -
級
日
演
目
『
天
仙
i
兵
衛
郷
鶴
』
段
冒
の
展
開
衣 .川 不 紛 近 企 任 し
家 左 義.失 が て ,賀
､
の -近 を し や る 次 父
次 は 育 て つ
0 郎 北
男 宗 い い て 大 が 条
小 十観 立 る 束 友 ,将 氏
君 に て こ る 家 軍 政
と 低
､
と
o
- -家 r･と
乳 ･賀 宗 が 家
､
よ と
母 次 観
'
明 老 渡 り も
磯 郎 は ち 吉 切 預 に
崎 ･を 太 か 岡 丸 か 大
農層雲漂慮苦言豪
い
､
敦 三る が 敵 い 横
表琵警
■､蒜.至芸姦讐
菱萎冨霞望讐冨蓋
､
し 大 桑8
o 高富纂 す て 刀 時
る 延 次 で 氏 を 五
o
を 郎 に 政 盗 邸
両 願 と 波 と む 氏
助 う 折 切 滝 計 貫
は
o 枝 丸 ･川 略 は
大 滝 の が 左 を
､
展 さ だ 曽
『 閉 れ ろ 官 『
天 を る う は 山
伽 ､ .i& か
､ 城
徳 順 程
- o 彼 の
兵 を は ま 日 国
衛 追 ･ ､ た 演
r番
郷 っ ど
､
日 生
鏡 て う 儲 『 摩
』
見 な 反 天
』
- て っ の 竺 の
段 い て
■
捜 徳
一
四
日 く い い 兵 段
買主喜霊夢畢ヽの
恋 戸『 天 よ ･と
模 天 竺 う も
様 竺 徳 に な
か 練 兵 関 -･く
ら ･兵 衛 わ 姿
始 衛 へ つ を
ま 郷 と て 消
a
o 麿芳b<
'
溝
の 渡 の 木
文 嘗買大
化 あ 郎 ＼友
元 る と ､家
年 こ 折 が
=の と 枝 ⊥直
藁儲宗零
墨･
■
を薯凄
の い さ
'
序 な Lれ 将
慕 .い る 軍
は ､
o o
家
書魯喜
)
o
L 曽 佐
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わ サ
㌢
祝 う 来 の
華毒卦.,
Q
違薯層
･言霊へ盲藍▲ 聾
.翠送
還儀表雷 没贋孟
嘗
l
'
孟宗孝 三要義
買警遷藍･寅雇藍
o , 交 佐 架 太 ･餌 姫
折 わ ∴賀 次 友 義 は
枝 .し 次 郎
･ の 延
､
に た 郎 と 館 に 腰
横 男 に 折 h･: - 会 元
恋 と 錬 枝 向 い 袖
幕 知 音 が か tこ 垣
三 ､人 小 や 折
木 ∴岩 の 実 ･枝 {
撃憲撃滞空墓
.に
､
太 .に 上 潜
ー
歯 郎 か 連 , 井 蛇
をヂ.
)
ら` 平 亀 娘
ら -を ま ( 次 の
れ 守
t
れ 中 郎 看
る 護 る 村
} 板
が -し
o
磯 と を
､
て 奴 十 乳 掲
書 落 磯 廊 母 げ
潤 ち 平 Y 袖 た
.宗 鷹 ( _七 塩 見
観 び
∴
市 .木 〈 世
( る ･州
-
戸 申 物
藤 と 嘗 蕃 山 小
川 こ ･蔵 実 常 屋
叶 ろ
)
は 次 の
助 を は 丑 郎 前
･､ ノ ･坂 太 尾
､ ノ
で
に 戸 友 田 は
､
救 宮 家 r伴
､
掩
わ 蔵 の 六 蛇 川
れ (
. 月 ( 娘 左
る 坂 若 尾 お 京
o
東 丸 上 つ 妹
す で
る
､ 腰
o
豊 元
ま 後 袖
た 浜 垣
き､ の ･が
雷空琵
が
. ､ rを
小 SL連
君 母 れ
左遷孟
母 'が 砂
磯 滝 の
崎 川 浦
違憲-･蒜
れ 妹 =
■看
て 折 q)
･館 枝 . 時ヽ
豊警
■
買
■る ゝ伴 竺
■毘基層
､
面 ∴衛
曇蓋琶
出 開 こ 丙 真意 蛇 轡は 場 る を
て も .と
.作 し
'
文 娘 食
:,2窪憂苦義慧.
く
蓋孟
o
間
■
串
､
て 鮎 を り
■
-蒜･富笠.富億欝悪
貨贋蒜音莞孟春
-､ ･り 入 に が 放 る
座 で 部 莞 ･ 得 物 奴
慧贋芸旨ミ警億･警
･蘭
､
分
潮 ハ- D
l 富農背恩･代 東
尾 竺 こ 蘭 娘 の 対
上 徳 れ .]ヒ の は 応
嘗奮蔓志
■
蔓凄
溝
役 '
､
起 筆 ･＋y 覇
者 開 こ
'
o
チ 花
-
み 徳 分 兵 た 国 を .と 左
な 兵 と 衛 波 の ､呼 な 近
破 衛 ･凄 は 切 怨 :ん .り に
つ は の 滝 丸 み で
､
見
て 宗 血 州 凌 を ∴親 二寮 ,つ
立 観 汐 左 徳 報 子 観 か
ち の で 近 兵 う の は り
去 首 白ー . へ 衛 た ＼名 寮 =,
､
る を 綿 桂 一に め ､来 任 時
o
討 に 遭 ･渡 に り を 五
ち 蝦 す も 日 を 敏 郎
落 暮 る て 本 ′し ･ つ の
r
喜忍
■
書嘗薯婁奉還
o
れ
え き 切 り
る
､
寄
囲
防
叫 ▲
顔
目
の
展
開
と
趣
柄
が
措 二
か ･'段
れ ､層
､
練
づご ヽ
【コ
闘 犬
宗 友
観 ト の
の 館
陰 を
謀 逃
が れ
明 /忠
ら 人
か び
に
j
と
.な の
る 足
o
取
り
.,と
●
天
肋
■ ¶･▲
&
･兵
･
, *
r■の
登
場
逃 ､ だ の 天 竺 小 雨 に
掌贋儲∠冨蒜
■
宗雷慧箸蔵
o
と が 藤 き 観 先 小 変 遊
佐 潮 現 ,& 溌 館 - 思 え 筋
ヽ V
霊芝誓蔦■要義警
嘗奮
郎
､
い る
を 練 る
追 ,兵 と 薪 の 夕
お 衛 禽 観 度 浪
う
､
に げ に 鱒 は
と 救 る ･ 射 撃 佐
し わ .
o ＼面 燭 鶴
た
■
れ 蛇 し 国 次
折 る 遮 た し 郎
凝
` ロ
い 衝 た の
と 宗 に 兵 船 慰
袖 観 追 簡 額 み
垣
.
は わ は 天 の
は 佐 れ ∴
､
竺 た
･
､
鶴 _て /窮 p鋳 め
時 次 館 .&
一
兵
､
五
一
郎 - の 衛 九
郎 を 逃 顔 /を 牢
と 密 げ に ､呼 前
滝 yか 込 剣 び に
川 に ん 難
､
天
姦苦纂祭 天 宗霊宝禦.て届豪農 『
をミ富農表
'
蒜聖霊､蒜慧思念.蒜 カミ姦
逃 ∴負 ･す 反 兵 ま 鏡 衛 を 波 ･に 老 正 の
げ 1う 串 人 衛 れ
1』 壕 身 切 r滝 膚 体 国
な リ
0
こ と は
･
る の 諌 に 丸 ･れ 岡 を 畜
pさ 運 と な
､
こ
:
狗 ? 付 を ･ る ▲宗 易 生
い 命
､
に る 久 と 静 ･て け ■奪 ､
o
観 破 塚
と を よ
○ 育 と 健 一謀 て い 宗 ′と ら
』
鋭 ,受 つ - に
一
な +界 反 い 取 ･観 な れ で
得 け 'て .介 減 る .に を る つ は ､つ
､ 曽
喜
.
吾妻線豪華虜唐警室
･し 生 て は み . す 官 し れ .る て 姿 り
農芸.票益毛 ･表琵芙
a
o 漂完義笈
･遠雷.窪誓蓋 志≡憂蓋意志蓋篭
に
'
L, ■ら
L親 ,念 反 『 衛 は て
､
ち い
も た な 子 を の 天 に
､
お こ
､
た
自 徳 い の 背 担 竺
､
十 い こ 大 木
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て し と そ 親 も 小 え 彼 本 草 仕 が 噛 も 分
課 た 『 な の の 津 て も の 徳 ン の 損 自 嬢
o
を
雷撃要義農芸
'
.孟宗事嘗慮濡▲mo 荒雷 bL>
J
s
L;･管
受
､ 徳 る が を ′ど し か ･ し に 天 あ ば 心 ろ カ 下
･け 壌 兵 棄
､
晴 の よ 1■ら
-
.
･さ 棟
■竺 た 母 を ･
o
れ げ
継 父 衛 寮 億 ら
■
強 う の の
､
億 ち も 離 rわ ぬ た
蓋
､
義軍喜蕎蓋
■
意曇蓋
■
･琵琶
◆
夢.蔓霊芝嘉霊芝
徳 実 ぁ て 儲 な が ば 七 .
､
行 ■と れ
o
だ し ぼ ､
衛 朝 幕 a
o
‾
暮夏嘗喜農嘗垂琴嘗.尊意義軍
鼻 柱 ニ い 反 ら 隠
､
て 心 う -
の 鮮 目
筋 の も
が 臣
､
展 /下 天
開 凍 竺
篭
鷺宮豪蔓
`
恵警告音嘗喜阜蓋墓書蜜
か ロ 十 蝦 木 の 失
ら .に 郎 蕃 層 た し
元 .(
Y の 官 め 息
の わ も 術 で に 太
徳 え 自 を
､
切 刀
兵
､
草 津 徳 腹 の
衛 大 す つ 兵 し 健
の ＼蛙 る て 衛
､
議
姿 の ∴
o
∧謀 が .徳 の
堅′姿 徳 反 我 兵 日
展 に 兵 を が 衛 限
り 変 衛 ･都 子 を が
､
じ は し の 呼 来
去 て 諜
､
大 び た
a
o
樋 ･Bt 息 日 寄 一旨
の を 絶 丸 せ を
口 ∵受 え で
､ 告
か け る あ 自 げ
ら 継
o
る 分 に
館 ぎ 宗 と ･の 来
を
､
観 物 本 る
L脱 文 豪 語 名
o
出
一
の ･夕 り 柱 宗
､
首 波
､
朝 観
花 を 人 徳 鮮 絃
追 討 坂 兵 の 申
で つ 田 衛 臣 し
蛙 と 佐 に 下 訳
蕊
.
庄
`佐 兵
郎 屋 ･贋 衛 .二
三砦盗覇 豪
富悪筆嘗
■
量･ 鹿川
雲量終.墓
重量葛濠警刀て-紛 ′時
る こ る 樋 二 解 に わ 徳 『 大 徳 が た
よ 代 膚 の 三 さ 羊 工 え 兵 天 嘩 兵 せ .嘩 -
う 勤 装 一‾日 給 せ の 未 た 衛 竺 が 衛 .･
】
り や l 天
に め .凍
l
･よ
'
『 る 趣 さ 大 ■は 腐 ′天 聞 上 臼 ､竺
･ ､
る を り 芝 効 滴 れ 億
､ 兵 竺 凄 げ か 徳
な ､ ,引 ∴出 膚 異 に て の そ 衛 健 在 で ら J兵
ぜ ′よ か る 働 ′が は い め
.
の 郷 兵 来 海 澄 衛
ヽ
､ 衛 .
､
の
･､ 感 れ
･う く た
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こ す す 第 行 た 瀬 磯 舟
そ ぐ ぐ 五 き こ 用 に ル
の に に 容 れ 七 で ,恩 串
趣 傭 伸 に .る 碓 二細 う の
向 び び は 評
､ 工 こ 蝦
霊･緑畢
で .る
-る
■
､
に い
よ
う こ細 た
警盛蔓曇.蓋蓉驚喜
す 縫 っ
■
骨 る を と ら
る い 折 る と 解 こ れ
:松 ぐ り 苧 こ 潜 ろ た
助 る
､
､言 ろ で
+
に の
蒜音譜蒜芸姦悪 かヽ
カ い 出
･
鋳 り し -た 誰
が い る 伎
､
. ば
o
も
､ あ
､
と 牢 鯨 健 ,松 が
･ れ ま ま 衆 年 用 ･助 不
･ば つ つ ､』 刺 し が 思
蕊
顔
目
の
展
開
と
趣
柄
藤
目
紘ヽ
餐
族
の
悲
劇
を
中
心
と
1ノ
た
ど
フ
マ
が
級
り
広
げ
ら
れ
.る
0
っ う た .ね 磯 .て あ 結 轡
汁 .と 磯 る 燭 い っ 散 根 -
て す 崎
o
は る
･
た り 天 歯
悲 る ･は 木 凝 十 尾 敬 神 根
嘆 と 繁 簡 .,子 郎 形
･ り に 天
サ ニ き か の 様 十 ,と 参 神
a
o 屋芸孟宗壷･豊富欝議
書暮患者審蔓終纂
､
一
頭
､
と 夫
ヽ
は 小
､
･友 た お
墓撃蔓
'
豊嘗警毒i空拳死 し 魚 ■骸 ･
は 衛 ,短 音 の は 死 や 手 だ 丸 凌
′
も 廃 せ 孫
お 偲 輔 宗 汚 消 ん た で と の 近
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